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論文審査の要旨（2000字程度） 

 本論文は「新規学卒者の採用選考試験における職業興味検査法の分析と瞳孔径による検査法の開発及び評価に

関する研究」と題し，以下の8章より構成されている． 

 第1章「緒論」では，新規学卒者の採用選考試験において，面接等では就業希望者の職業興味を適切に把握でき

ない問題点を取り上げるとともに，瞳孔の精神感覚反応を用いた職業興味検査の可能性を論じている．その上で，

本論文の目的を，新規学卒者の採用選考試験において，構造化面接法と3件法による質問紙法の課題を明らかにす

るとともに，生体指標のうち瞳孔径を用いた職業興味検査法を開発し，信頼性及び妥当性を評価することである

と述べ，各章での内容について概説している． 

 第2章「職業興味検査の内容と運用の評価法」では，構造面接法，3件法による質問紙法，瞳孔検査法を評価す

る視点を述べている．内容の評価法については，信頼性と妥当性について論じている．さらに，運用の評価法に

ついては，時空間的な制約からの評価方法を検討している． 

 第3章「構造化面接法の評価」では，面接法で中心的な方法として知られている構造化面接法を取り上げ，信頼

性と妥当性の評価結果について述べている．一次面接，二次面接，最終面接の計三次の面接員による評定値間の

相関関係の変化から，面接員が変われば採否判定結果が異なることを述べている．さらに，採用面接評定値を要

因として入職後3年目の行動評価平均値について，一元配置分散分析の結果から採用面接の評定が入職後3年目の

人事評価に影響しないことを示している． 

 第4章「3件法による質問紙法の評価」では，質問紙法としてよく用いられる3件法の検査について，信頼性と妥

当性の評価結果について述べている．採用選考試験に類似した特定の実験条件の場合，3件法による検査において，

被験者全員の職業興味が本来の職業興味と逆転することを明らかにし，質問紙法にはバイアスがかかることを述

べている．  

 第5章「瞳孔径による測定法の開発」では，瞳孔径を用いた職業興味検査の測定法の開発について述べている．

職業名に関する文字列に対する瞳孔径について，職業興味の有無の2群間で相対瞳孔径の平均値を比較したとこ

ろ，有意な差が得られたことから，職業名への興味を瞳孔径変化で評価できることを述べている．その上で，瞳

孔径による測定法で，一時的な実験条件による影響を受けることなく，職業興味検査ができることを述べている． 

 第6章「瞳孔検査法の評価」では，瞳孔径で測定される職業興味の経年での安定性と，入職後3年目の人事成績

との関連を述べている．自社業界の文字列に対する瞳孔径と入職後の行動評価との間には有意な相関関係が認め

られたことを示している．加えて，瞳孔径による2群間で入職後の行動評価の平均値を比較したところ，有意な差

が見られたことを述べている．  

 第7章「評価運用における課題に関する考察」では，本論文で提案する瞳孔径による職業興味検査法の運用にお

ける問題点とその解決法を論じている． 



 第8章「結論」では，本研究で得られた成果および今後の課題を述べている． 

 以上を要するに，本研究は，新規学卒者の採用選考試験において，構造化面接法と3件法による質問紙法の課題

を実証的に明らかにするとともに，瞳孔径による職業興味検査法を開発してその評価法の信頼性及び妥当性が高

いことを示しており，工学上貢献するところが大きい．よって，本論文が博士(工学)の学位論文として十分価値あ

るものと認められる． 

 


